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三沢市の水道事業は、昭和２５年１月に計画給水人口7,500 人、一日最大給水量

625m3/日で創設され、市制の発展に伴う市街地の拡大や人口増加による水需要の増加

に対応するため、拡張事業を続けています。

昭和５４年第５次拡張事業では、第一配水場を建設し、浜通地区簡易水道を上水道に

編入、計画給水人口43,000 人、計画一日最大給水量18,400m3／日とし、その後も昭

和６０年第６次拡張事業で第三配水場の建設、平成４年第７次拡張事業で春日台配水場

の建設、平成９年第７次拡張事業（二期計画）では、北部配水場を建設して北浜地区簡

易水道を上水道に編入、計画給水人口46,100 人、計画一日最大給水量27,800m3／日

とし、基地の整備に伴う市街地の拡大や人口の増加による水需要の増加に対応するため、

拡張事業を続けてきました。

しかし、平成１５年をピークに少子高齢化等による人口減少に伴い、年々給水量が減

少していく状況の中、第一配水場が築３４年を経過し、老朽化が著しいうえに、現在の

設計基準・耐震基準には適合していないことから平成２５年に新たな第一配水場を整備

しました。

また、平成27年には、老朽化が著しい第三配水場の代替施設として、人口が増加して

きている三沢南部地区に新配水場を整備するため、認可変更を行い、計画給水人口

41,460人、計画一日最大給水量16,820㎥／日として現在に至っております。
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